
活動紹介票

事業費（千円）

岩手県内全域

一般枠

992千円（うち補助金794千円）

＜アウトプット＞
・副業及び専門家人材を募集する事業者数：９社(目標５社)
・マッチングする副業人材：２名(目標５名)
・インターンシップを募集する事業者数：１社(目標１社)
・マッチングするインターン生：２名(目標２名)
・専門家人材による事業者支援数：４件(目標５件)

＜アウトカム＞
・副業及び専門家人材を募集する事業者数は目標の５社を大きく上回った。社内及び地域
内では対応が難しい課題を抱えている事業者が顕在化され、課題解決のための専門的な
スキル・経験を持つ地域外人材のニーズを実感することができた。一方で、結果的に副業
人材のマッチング数が２名に留まったことは課題に感じている。具体業務に落とし込む段
階で人材側と事業者側に認識にずれが見られることがあり、特に事業者側に対して、地域
外人材との協働マネジメントに関するノウハウ支援など、より丁寧なハンズオンコーディ
ネートが必要であると考えられる。
・リザイド登録会員数は本事業の開始前後で31名増の223名となり、地域貢献やスキル
アップを目指す全国の社会人に対して「岩手」という選択肢を広げることができた。さらに、
副業やインターンシップでマッチングした人材からは引き続き岩手に関わり続けたいという
意向を聞いており、仕事を通じたU・Iターンの促進効果も実感することができた。
・紫波町で実施した実践型インターンシップにおいて、今回は１社のみでの実施であった
が、行政と連携することで地域側の理解も進みやすく、事業者、インターン生共に効果的
な課題解決活動ができていた。これを一つのモデルケースと捉え、新たに実施する地域に
おいては特に、行政と事業者それぞれが得たいアウトプットや、それを得るための役割分
担等を含めてコーディネートし、さらなる横展開につなげていきたい。

地域事業者へ課題やニーズをヒアリングした上で、副業・専門家として地域外人材を活用
することが効果的と判断された場合、募集案件の形成、人材の募集、マッチングサポート、
マッチング後の伴走支援まで、ハンズオンでコーディネートを行った。また、紫波町及び町
内事業者と連携して地域外学生が課題解決を実践する実践型インターンシップを企画し、
当法人が上記同様に案件形成からマッチング後の伴走支援まで行った。
副業人材は当法人が運営する副業マッチングプラットフォーム「RE:SiDE(以下、リザイド)」
を通じて募集、マッチングした。
専門家人材は、既に当法人と連携関係にある税理士、社会保険労務士、中小企業診断
士、IT・WEB専門家及び当法人自らを想定し、事業者のニーズに応じてコーディネートし
た。
インターン生は主に全国の大学生を参加対象(専門学生、高専、短大、院生も含む)とし
て、HP掲載や全国の大学等への周知により募集、マッチングした。

■副業・専門家のコーディネート
課題やニーズをヒアリングした上で、大船渡市、陸前高田市、宮古市、盛岡市、紫波町の
計９社において、副業人材の募集及び専門家人材のコーディネートを実施した。
マッチングした副業人材は２社２名で、それぞれWEB関連業務と、商品販促に向けた現地
調査活動を行った。専門家による相談対応は４社で実施し、先進的な取り組みの共有(他
地域団体)、育休制度活用アドバイス(当法人)、確定申告関連の説明(税理士)を行った。

■実践型インターンシップのコーディネート
紫波町の合同会社sasatta（YOKOSAWA CAMPUS）で募集し、2名の学生がマッチングし
た。インターン生は2/10〜3月末の期間、YOKOSAWA CAMPUSカフェの売上倍増に向け
たコーヒー出張販売を実践。紫波町役場内や盛岡バスセンターで試験的に出張販売を
行った。

事業者の課題解決やビジョンの実現が加速し、雇用ややりがいの創出を含む産業の現場
から地域活性を後押しする。また、地域外にいる人材が移住や就職の前段階で仕事を通
じて岩手・地元に関わるきっかけを生み出し、時間や場所によらず、将来に渡って岩手・地
元と関わり続けることができるプラットフォームの構築を目指す。
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地域課題の解決に向けた地域外人材のハンズオンコーディネート

助成区分

主な活動地域

団体名
代表者
職・氏名

代表理事　中野圭

住所 電話岩手県大船渡市三陸町越喜来字明神道２４−２ 090−1931−5683
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